
      社会に開かれた教育課程（１） 
 

以前にも少し書きましたが、小中学校に続き高等学校でも今年度から 1年生より年次進行

されている新しい学習指導要領について、その理念に「社会に開かれた教育課程」がありま

す。教育課程というのは学校教育の目的や目標を達成するためにどういう教育をしていくか

ということを授業実数との関連において組織したいわゆる各学校の教育計画です。 

では、なぜ、今「社会に開かれた教育課程」の実現が求められるのか？それは次のように

言われています。 

『社会のつながりの中で学ぶことで、子どもたちは自分の力で人生や社会をよりよくで

きるという実感を持つことができる。このことは変化の激しい社会において、子どもたちが

困難を乗り越え、未来に向けて進む希望や力になります。そのため、これからの学校には、

社会と連携・協働した教育活動を充実させることが求められます。』 

社会に開けれた教育課程のポイントの一つに「地域と連携・協働しながら目指すべき学校

教育を実現する。」というのがあります。今、本校の体育科２年生が地域の幼稚園と連携し

「スポーツ総合演習」（課題研究）を行っています。1学期に「幼児への運動指導」について

調べ学習を行い、２学期に地域の幼稚園である塚口幼稚園と立花幼稚園の協力を得て、実際

に幼稚園児に運動指導を行うことで、人間的なふれあいから得られるものや、運動を指導す

ることの難しさや大切さを学ぶとともに、自分の専門種目についてもより深く考えるきっ

かけとなることをねらっています。実際に幼児とふれあうことで、生徒が幼児の発達特性や

身体特性を直接、間近で感じることができ、運動指導についてもより深く考えることができ

る貴重な学びの場となります。今後とも、このように「社会に開かれた教育課程」の実現に

向けた教育活動を行っていきたいと思います。（※末尾に両幼稚園の HPを掲載しています） 

 

 

 



  

  

   

 

  



  

 

 

 

 

   

 



  
 

 

  

  



各幼稚園でも HPに掲載してくれています。  

                                  

 

 



立花幼稚園 

 


